
一般社団法人岡山県建築士会 会長、副会長、専務理事及び常務理事選出基準 

平成２９年３月７日制定 

（適用の範囲） 

第１条 定款第２３条第３項の規

定による会長、副会長、専務理事

及び常務理事の選定（以下「会長

等の選定」という。）は、この基準

によって行う。 

（選定執行者） 

第２条 この基準で定める方法に

よる会長等の選定の執行者は、会長

とする。 

（選定の管理） 

第３条 会長等の選定は、理事会が

管理する。 

（次期会長候補者の公募） 

第４条 会長は、役員の改選を行う

年の４月１６日（４月１６日が職

員就業規則第５条に定める休日

のときは次の日）に、次期会長候

補者の公募及び選定スケジュー

ル等必要な事項及び次期理事候

補者名簿を本会ホームページに

掲載することにより、公示しなけ

ればならない。 

（次期会長候補者の立候補） 

第５条 次期会長候補者になろう

とする者は、次の要件を満たした

上で立候補することができる。 

（１）役員定数及び候補者の選出基

準（昭和５５年制定、以下「役

員選出基準」という。）に基づく

次期理事候補者であること 

（２）役員選出基準に基づく次期理

事候補者１０名以上の推薦を受け

ていること 

２ 立候補は、次期会長候補者立候

補届（様式１）に前項第２号の要

件を満たすことを証する書類（次

期会長候補者推薦書、様式２）を

添えて別に定める期日までに会

長に届け出なければならない。 

（次期会長候補者への立候補者の公

表） 

第６条 会長は、前条第２項に定め

る次期会長候補者立候補届の提

出期限の翌日から（翌日が職員就

業規則第５条に定める休日のと

きは次の日）第８条に定める次期

会長候補者選出会の日まで、次期

会長候補者に立候補した者の氏

名を本会ホームページに掲載し

なければならない。 

（次期会長候補者の決定） 

第７条 次期会長候補者は、次条に

定める次期会長候補者選出会（以

下「選出会」という。）により決定

する。 

（選出会の開催） 

第８条 選出会は、役員選出基準に

基づく次期理事候補者で構成する。 

２ 選出会は、会長が招集する。 

３ 選出会には、理事会が立ち会う。 

（次期会長候補者の決定） 

第９条 次期会長候補者の立候補

者が１名のときは、その者が次期会

長候補者となる。 

２ 次期会長候補者の立候補者が

２名以上の場合は、選出会に出席

した次期理事候補者による投票

により決定する。ただし、やむを

得ない理由により欠席する次期

理事候補者は委任状（様式３）に

よる投票を可とする。 

３ 前項の投票における投票権は、

１名が１票とする。 

４ 第２項の投票において、別段の

定めのある場合を除いて、有効投

票の得票数の多い者が次期会長

候補者となる。ただし、得票数が

同一の場合は、理事会が抽選で決

定する。 

（次期会長候補者の立候補者がいな

い場合の措置） 

第１０条 次期会長候補者の立候

補者がいない場合は、第８条に定

める選出会において推薦投票に

より次期会長候補者を決定する。 

２ 前項の推薦投票は、次期会長候

補者としてふさわしいと考える

次期理事候補者１名の氏名を記

載することによって行う。 

３ 第１項の推薦投票において次

期会長候補者となる意志がない

者は、推薦投票前に申し出なけれ

ばならない。この場合、会長は、

やむを得ない理由により選出会

を欠席した者について、電話等に

よりその者の意志を確認しなけ

ればならない。 

４ 第１項の推薦投票において、別

段の定めのある場合を除いて、有

効投票の得票数の多い者が次期

会長候補者となる。ただし、得票

数が同一の場合は、理事会が抽選

で決定する。 

（投票の効力） 

第１１条 投票の効力は、理事会が

決定する。 

２ 前項の決定に当たっては、次項

の規定に該当しない限りにおい

て、投票者の意志が明白であれば、

その投票を有効としなければな

らない。 

３ 次の各号のいずれかに該当す

る投票は、無効とする。 

（１）何人を記載したか確認しがた

いもの 

（２）２名以上の氏名を記載したも

の 

４ 次期会長候補に立候補した者

が開票前までに次期理事候補者

の資格を欠くに至った場合にお

いては、投票者の投票は有効とす

るが、得票数は無効とする。 

（当選の無効） 

第１２条 次のいずれかの場合は、

第９条又は第１０条の規定によ

る次期会長候補者の当選は無効

とし、再度、次期会長候補者選定

の手続を行う。 

（１）次期会長候補者として当選し

た者が、総会において理事に選任

されなかったとき 

（２）次期会長候補者として当選し

た者が、総会までに次期理事候

補者としての資格を欠くに至

ったとき 

（会長の選任） 

第１３条 次期会長は、総会終了後

最初の理事会において、第９条又

は第１０条に定める方法で次期

会長候補者として選対された者

が選任される。 

（副会長、専務理事及び常務理事の

選任） 

第１４条 次期副会長、次期専務理

事及び次期常務理事は、総会終結

後最初の理事会において、次期会

長が推薦し、理事会が選任する。 

（不測の事態への対応） 

第１５条 本選出基準による運営

において不測の事態が生じた場

合の対応は、理事会において決定

する。ただし、急を要する場合は、

会長が決定することができる。 

附 則 

この基準は、平成２９年３月７  

日から施行する。 


